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熊
谷
も
り
ひ
ろ

く
ま

が
い

新
た
な
る
登
米
市
共
に
！

今
や
る
べ
き
こ
と
未
来
に
つ
な
ぐ

「
オ
ー
ル
登
米
」

「
全
て
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
精
神
で

「
オ
ー
ル
登
米
」

「
全
て
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
精
神
で

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
の
約
束

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
の
約
束

こ
れ
ま
で
の
８
年
間

○
子
育
て
支
援

○
地
域
医
療

◦
認
定
こ
ど
も
園
待
機

児
童
ゼ
ロ

◦
18
才
ま
で
の
医
療
費

無
料
化

◦
誕
生
祝
い
金
全
て
の

お
子
様
に
拡
充

○
人
口
減
少
対
策

◦
地
域
拠
点
整
備

◦
中
心
市
街
地
活
性
化

◦
企
業
誘
致
若
者
定
着
策

○
災
害
対
策

◦
河
川
・
道
路
の

イ
ン
フ
ラ
整
備

◦
避
難
所
の
機
能
充
実

○
教
育
文
化

◦
学
校
再
編

◦
市
立
図
書
館
整
備

○
地
域
医
療
連
携
強
化

◦
市
立
病
院

施
設
整
備

○
自
然
環
境
の

保
全
・
創
造

◦
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
推
進

◦
ト
キ
の
里
地
づ
く
り

○
市
民
の
健
康
づ
く
り

◦
生
活
習
慣
病
対
策

◦
認
知
症
予
防
対
策

○
Ⅰ・
L
・
C

　

誘
致

（
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
）

○
高
速
道
路
網
整
備
要
望

◦
県
北
高
速
幹
線
道

Ⅴ
期
事
業
採
択
要
望

◦
三
陸
道
４
車
線
化
実
現

○
産
業
振
興

（
仮
称
）地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備

◦
環
境
保
全
型
農
業
拡
大

◦
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

◦
畜
産
支
援
拡
大

◦
商
工
振
興
に
ぎ
わ
い
復
活

◦
森
林
組
合
合
併
推
進

◦
全
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置

◦
小
学
校
再
編

こ
れ
ま
で
も
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

◦
病
院
事
業
単
年
度

黒
字
化

○
雇
用
・
働
く
場
の
確
保

○
教
育
振
興

◦
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

全
戸
配
布

○
災
害
対
策

◦
企
業
誘
致
７
社

　
行
政・議
会・図
書
館・市
民
交
流
（
公
民
館・保
健
セ
ン
タ
ー

含
む
）
各
々
の
機
能
を
整
備

　
国
か
ら
大
き
な
財
政
支
援
（
合
併
特
例
債
事
業
費
７
割

国
負
担
、
他
に
最
大
21
億
の
補
助
金
）
を
令
和
12
年
ま
で
を
限

り
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
活
用
し
て
自
治
体
負

担
を
大
幅
に
削
減
（
30
年
間
年
１
億
１
千
万
の
実
費
負
担
額
）

熊
谷
や
す
の
ぶ

47
歳

　
登
米
市
は
、
九
つ
の
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
て
か
ら
二
十
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
人
口
は
約
一
万
八
千
人
減
り
、
農
家
数
・
農
業
産
出
額
・
工

場
数
・
工
場
に
勤
め
る
人
・
市
民
所
得
も
減
少
し
町
の
活
力
が
低
下
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
民
が
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
時
期
に
、
現
市
長
は
市
役

所
本
庁
舎
や
迫
公
民
館
・
図
書
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
等
を
含
ん
だ
複
合
施

設
を
、
一
四
八
億
円
の
巨
費
を
投
じ
て
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
市
議
会
議
員
と
し
て
一
期
四
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
こ
の
暴
挙
を
止
め
市
民
生
活
を
豊
か
に
、
そ
し
て
潤
い
と
活

力
の
あ
る
登
米
市
を
市
民
生
活
第
一
主
義
で
作
ろ
う
と
市
長

選
挙
に
立
候
補
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
私
の
公
約
を
お
示
し
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
上
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
ご
支
持
を
お
願
い
し
ま
す
。

複
合
施
設
整
備
構
想
に
は
反
対
し
ま
す
。
特
に
本
庁

舎
に
つ
い
て
は
、
全
面
的
な
建
て
替
え
で
は
な
く
迫
・
中
田
・
南

方
庁
舎
で
分
担
し
て
い
る
本
庁
機
能
と
支
所
と
の
役
割
分
担

を
再
検
討
し
、
不
足
す
る
機
能
を
既
存
の
庁
舎
に
建
て

増
し
す
る
こ
と
で
本
庁
機
能
を
確
保
し
支
出
を
抑
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

1
複
合
施
設
建
設
予
定
地
の
迫
庁
舎
近
辺
は
、
一

旦
、
大
雨
が
降
る
と
浸
水
被
害
が
発
生
し
車
の
通
行

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

庁
舎
の
建
設
場
所
と
し
て
は
適
し
ま
せ
ん
。
公
民
館
・
図
書
館
・

保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
は
、別
途
考
え
ま
す
。

2
最
も
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
市
民
病

院
の
整
備
で
す
。
今
の
市
民
病
院
は
老
朽
化
が
進

み
、
非
常
電
源
も
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
産
科
・
小
児
科
や

そ
の
他
の
診
療
科
で
も
医
師
が
不
足
し
て
い
ま
す
救
急
患
者
の

受
け
入
れ
に
も
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
健
康
を
守
る
立
場
か
ら
大
き
な
問
題
で
す
。

3
　
市
立
病
院
の
累
積
赤
字
は
一
五
八
億
円
に
達
し
て
い
ま
す
。
県

の
医
療
圏
構
想
や
市
民
病
院
の
建
て
替
え
と
場
所
、
民
営
化
も
含

め
、
現
行
の
三
病
院
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討

と
改
革
が
必
要
で
す
。

4
学
校
統
合
は
、
児
童
・
生
徒
の
立
場
に
立
ち
、

財
政
の
効
率
だ
け
で
は
な
く
地
域
を
巻
き
込
ん

だ
議
論
を
し
て
進
め
ま
す
。
空
き
校
舎
の
活
用
に
つ
い
て
も
地
域
の

皆
さ
ん
と
相
談
し
て
決
め
ま
す
。

5
　
企
業
誘
致
に
努
め
る
と
共
に
、
商
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
と
の

連
携
を
図
り
、
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
に
一
定
額

の
財
政
支
援
を
し
ま
す
。

7
　
人
口
減
少
対
策
に
は
、
市
の
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動
員
し
て
当

た
り
ま
す
。
市
の
自
然
や
住
環
境
、
農
産
物
等
の
優
位
性
を
生
か

し
、
登
米
市
に
住
み
た
く
な
る
施
策
を
進
め
人
口
増
を
目
ざ
し
ま
す
。

特
に
子
ど
も
の
出
生
や
育
児
関
連
の
助
成
は
更
な
る
増

額
を
目
ざ
し
ま
す
。

8
　
市
民
所
得
の
向
上
を
目
ざ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
林
業
の
更

な
る
支
援
の
拡
充
と
後
継
者
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

6

選 挙 公 報令和７年４月27日執行
登米市長選挙候補者

登米市選挙管理委員会

⑴ この公報は、各候補者から掲載申請のあった原稿をそのまま写真製版により印刷したものです。
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